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 　UT/400-iPDCは、IBM iのスプール

データを基に、グラフィカルなPDF帳

票を作成するためのツールである。こ

れを利用して新規の帳票デザインのほ

かに、既存のスプールデータ属性（DDS

やAPW）をインポートしての作成も可

能である。

　帳票作成には、オーバーレイを使用

する。これにより、画像、文字フォント

装飾、カラー、固定文字、 罫線、バーコ

ードなどを付加して、表現力のある

PDF作成・変換を行うことができる。

このほかマルチオーバーレイ、動的画

像組込み、印字位置・再配置（移動・

変更）、ページ複製、データ複製、外字

対応などの多様な機能を備える。

　前バージョンの「6」では、ページ複

製、データ複製、文字の非表示属性、マ

ルチアップ、複数処理など大幅な機能

追加が行われたのに対して、今回の

「Version 7」では前バージョンで追加

された機能の拡張が中心となってい

る。以下、新機能を見ていこう。　

 「文字修飾機能」の拡張では、商品のバ

ーコード表示などに用いられる

「OCR-B」フォントや、文字回転を可能

にする「文字列の印字方向の設定」、マ

イナス符号付きの数値の色を赤にする

などの「負数赤設定」を追加した。

 「罫線種類」の追加では、二重線に対

応し、「細二重線」「太二重線」「細二重

点線」「太二重点線」などの種類を追加

した。

 「画像貼り付け機能」の拡張では、画像

により大きさが異なる場合などに指定

範囲に自動的にサイズを変更する「リ

サイズ指定」を追加した。

 「マルチおよび複製オーバーレイ設定

数」は、1ページ分のスプールファイル

で複数の異なる帳票を作成する機能

で、紙の複写伝票のように、1枚目が

「納品書」、2枚目が「受領書」、3枚目が

「納品書控え」のような複製ができる。

前バージョンでは最大5種類だったが、

今回、最大10種類へ拡張された。

 「セキュリティ設定機能」では、セキュ

リティ設定を動的に変更する機能拡張

が行われた。2つあり、1つは、セキュ

リティコード単位にパスワード等のセ

キュリティ設定情報を登録できる「セ

キュリティマスター保守」、もう1つは、

セキュリティ設定を固定またはマスタ

ー参照に選択できる「自動作成設定（詳

細登録）」の追加である。
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文字修飾や罫線種類、マルチオーバーレイの
機能拡張により、さらにPDF帳票の表現力がアップ

株式会社アイエステクノポート http://www.istechnoport.co.jp/
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図表1 UT/400-iPDCの概要



　サーバーラックにコンソールを置く

場合、デスクトップ型であると6～8U

分も占有してしまい、しかも奥まって

いるため使いにくいという難点があっ

た。イグアスが発売した「Smart Tray」

（スマート トレイ）は、Power Systems

用7014 システムラックやSystem x

用NetBAYスタンダードラックなど、

EIA310規格準拠の19インチラックに

取り付ける「万能棚」で、サイズは2U。

引き出しタイプなので、コンソール用

ノートPCを引き出して使え、効率よく

作業を行える。ノートPCを閉じた状態

で格納するため、ラック内のスペース

を有効活用できるのも大きな特徴だ。

　また、背面にケーブル類を取り回せる

構造を採用しているため、コンソールの

ほかに、モデムやルータなどのネットワ

ーク機器も格納することができる。使い

方によっては、OSマニュアルやライセ

ンス証書といったドキュメント類も収

納しておくことが可能だ。標準で鍵を付

属しているため､セキュリティも確保さ

れている。本体寸法は、幅465mm × 

奥行き650mm × 高さ88mm。レール

形状は650mm～725mmで、30Kgの

加重に耐えられる構造になっている。価

格は5万5000円。

 「Smart Tray」は「こんなものが欲しか

った」というユーザーの要望に応えて

開発された製品で、第1弾の「Power 

Silencer」に続き、評判は上々と担当者

は話している。

　オプションでは、次の4つが加わった。

●バーコードオプション

●PDF自動表示オプション

●ラベル対応オプション

●Web配信オプション　

 「バーコードオプション」では、郵政バ

ーコードへの対応と、バーコードの回転

が追加された。そのほか設定可能なバー

コードとして、CODE128、CODE39、

EAN128、ITF、JAN13、JAN8、NW7、

QR-MODE2がある。

 「PDF自動表示オプション」は、既存

の5250アプリケーションと連動して、

クライアントPC上でPDFファイルを

自動表示させる機能である。RPGアプ

リケーションにより送出されたスプー

ルファイルがUT/400-iPDCにより

PDFファイル化され、そのファイルが、

「PDF自動表示オプション」機能によ

って（PDF起動用バッチファイルが作

動する）PC上に表示されるという仕組

みだ。

 「ラベル対応オプション」により、ラベ

ル専用プリンタから、レーザープリン

タ用ラベル対応フォーマットに変更で

きるようになった。各ラベルごとにオ

ーバーレイを指定でき、グルーピング

の設定も可能である。

 「Web配信オプション」は、作成した

PDFファイルを自動的にWebへ配信す

る機能である。PDF自動作成設定の連

携処理により設定が可能となった。

■UT/400-iPDC Version 7の
　主な拡張点

新機能（標準対応）
●文字修飾機能の拡張

●罫線種類の追加

●画像貼り付け機能の拡張

●マルチおよび複製オーバーレイ

　設定数の拡張

●セキュリティ設定機能の拡張

オプション機能
●バーコードオプション

●PDF自動表示オプション

●ラベル対応オプション

●Web配信オプション
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●発売：2010年7月
●価格：5万5000円
●設置：EIA310規格準拠19インチラック

Smart Tray

サーバーラックに収まる2Uサイズの万能棚
引き出しタイプで、効率的な管理作業が可能

株式会社イグアス http://www.i-guazu.co.jp/
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